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FOMCを受けての日米株式・リート市場
利上げ打ち止めの早期化を市場は期待している模様

1/1

2023年2月2日

想定通りの利上げ幅縮小で、米国の株式・リートは上昇

FRB（米国連邦準備制度理事会）は1月31日～2月1日（現地）に開催したFOMC（米国連邦公開市場委

員会）で、政策金利の誘導目標レンジを4.25～4.5％から4.5～4.75％へ引き上げることを決定しました。

利上げ幅は、前々回（11月）が0.75％ポイント、前回（12月）が0.5％ポイント、今回が0.25％ポイント

と、順次縮小しています。

結果発表直後、米国株は一時下落しました。利上げ幅縮小を先回りして織り込む形で年初から株価が上

昇していたため、いったん反動が出たとみられます。しかし、その後は上昇に転じて取引を終えました。

声明文やパウエルFRB議長の記者会見で、最近のインフレ鈍化に言及した点を、市場参加者は利上げ打ち

止めへ向けて前進していると解釈し、好感したようです。今後もインフレ鈍化が進めば株価の上昇要因に

なるとみられますが、景気の減速が行き過ぎないかには一定の注意を払う必要がありそうです。日本株は、

米国株の変動要因に加え、次期日銀総裁に誰が選ばれるかが、しばらく注目されそうです。

米国リートも、結果発表直後に下落しましたが、その後上昇に転じました。米国リートは今年に入り戻

り歩調を強めています。株価上昇と長期金利低下の両面が、米国リートの支援材料になっているとみられ

ます。一方、日本のリートは、日銀による金融緩和策修正の思惑で足元は上値が重くなっています。次期

日銀総裁が決定し、政策の不透明感が後退するのを待つ局面と思われます。
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